
ワーク１では、「ワーク２：インタビューをしてみよう」での人物像とのギャップを出すために
深い自己理解ではなく、少し表面的で楽しめる活動を取り入れました。

葉でまとめる。
見えてきた「私」を自分の言
プロフィール欄を記入して、



理想的
なるべく生徒の様々な距離感（友達、保護者、少し距離の遠い人など）にインタビューするのが



自己理解への道筋

意外だったこと、予想道理だったこと、
嬉しかった、受け入れられないことなど
自由に記入する。

STEP1は

を記入する。
（あれば）や新たな自分を知って感じたこと
自分が思う自分像と他人が思う自分像の違い
STEP2は

いくために心がけたいこと。

自分自身への理解度を深め、
STEP3

自分自身と上手く付き合って

STEP１は
意外だったこと、予想通りだったこと、
嬉しかった、受け入れられないことなど
自由に記入する。

STEP3
自分自身への理解度を深め、
自分自身と上手く付き合って
行くために心がけたいことを記入する。

自己理解への道筋



ワーク１～３を経て自分への理解度が高まったことをふまえて、自分への認識を再構築する。
特に、ワーク３を通して自分自身と上手く付き合うための取扱説明書を作成する。

【名前】

本学習の総括となる。

絵本を読んだり、ワークシート学習を通して感じたこと、気づいたりしたことを自分の言葉で
まとめさせる。

セールスポイント：
「たくさん書こう」
と声掛けをすること
で、堂々と自分の良
いところを書きにく
い子でも書きやすく
なる。


